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は じ め に

　 最近 の 新教育社会学の 抬頭に は ， 注 目すべ き もの があ る
。

と くに 日本の 教育社会学

の 研究 の 流れ が ， 構造機能主義的な社会学 とともに 進ん で 来た 経緯もあっ て ， 新教育

社会学の 主 張に は ， 聞 くべ ぎもの が多い 。 例えば ， 従来の 教育社会学が ，

　 （1） 実証主義に 力点 を置 くあま り， 研究の 前提 とな る社会理 念を等閑視 した こ と，

　   　人間 が い か に 形成 され るか また され たか を問 うに傾い て ， どん な価値 が人間に

　　形成 されたか を見落 と しがち で あ っ た こ と ，

　   　既存の 体制の 枠内で 研究を進め ， 体制 へ の 批 判を忘れが ちだ っ た こ と，

な どで ある 。

　 なか で も， カ リキ ュ ラ ム 社会学の 新 しい 動向は ， 従来の 学校社会学 の あ り方に つ い

て 鋭い 示唆を 投げか ける 。 こ れまで の 学級や学校の 社 会学的研究は ， 「社会化 と選抜」

を 申心 テ ー マ に して 来た ， とい っ て もよい
（1》

。 も う少 し細か くい っ て ， 教育機会の 階

層差や選抜過程 な どの マ ク ロ な問題を取 り上 げる
一

方 ， ミ ク P な教室内の 相互作用や

リーダー
シ ッ プ の 研究を進め て 来た 。 し か し

，
こ こ で

一
ぽん 欠落 して い た の は ， 学級

や学校が教育 し よ うとす る 「内容」や 「目的」 とい っ た 価値の 問題で あ っ た 。
これ ら

は ， 学校外社会か らの 学校へ の 統制の 問題で あ り，
V ク P 的研究 と ミ ク ロ 的研究の 結

節点で もあ る 。 こ の よ うな 「ブ ラ ッ ク ・ボ ッ ク ス 」 tcつ い て の 研究は ， 社会変動に 伴

う実質的な 「カ リキ ュ ラ ム 再編成 」の 動 きとも呼応 しつ つ
， 英国の み な らず 日本に お

い て
， 大きな意味を もつ 研究方向 とい っ て よい 。

　 しか し ， これ らの 意義に もか か わ ら ず ， カ リキ ュ ラ ム社会学の提案や 研究の 中に

は ， ま だ まだ 検討を要す る問題 も多い 。 今後 ， 学級や学 校 の 社 会学的研究を 進 るめ に

あ た り， 厳密 な研究枠組 が提 示 されて い る とい え るだ ろ うか 。 こ の 小論 で は ， 新教育

社会学の 提唱す る概念や 研究枠組 をめ ぐっ て 若 干の 検討 と整理 を行 っ て み た い 。

広 島 大 学
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1．　 概念 の 混乱

　 カ リキ ュ ラム とは　ま ず ，

r
カ リキ ュ ラ ム 社会学で い う 厂カ リキ ュ ラ ム 」 とは なに

か 。 論者に よ っ て様 々 で ある 。

　 最 も狭 くは ， 学校の 時間割表に 示 され た ， 數科を さす とす る考え がある 。 従 っ て，

学校の 行 う教授活動 （知識の 伝達）に 限定 され る 。 例 えば 「カ リキ ュ ラ ム とは ， 至 当

な知 識 と考 え られ る もの 」
（2〕

とされ る 。 さ らに 進 ん で ， カ リキ ュ ラ ム とは 「教科選択 ，

ない しは各教科間の 関連 ， を支配す る原理 で ある」
C3）とい う。

　 しか し，
こ れ らの 考えに よ る と， カ リキ ュ ラ ム を知識中心 の もの とみ る恐れがあ る。

教科の み な らず教科外活動 とい わ れ て きた もの も， カ リキ ュ ラ ム と して 考え るべ きで

は ない か 。
つ ま り， 学校に お い て 意図的 に 計画 され 実践 され た もの す べ て を指す ， と

い う広義の カ リキ ュ ラ ム 論が現れ て来る 。 例 えば， カ リキ ュ ラ ム とは ， 「学校に よ っ

て 意図的に組織された学習経験」 であ る
〔4 ）

。 あるい は 「教師の 指導の もとに ， 子 ども

た ちが もつ 経験のす べ て か ら成 る」
（5）とい っ た考 え方 で ある。

　 こ うして ， 現在の とこ ろ ， カ リキ ュ ラ ム の 定義は ， 「学校に お い て 知識 と学習経験

を提示 した もの 」
c6）

， ま た は 「学校の リー ドの 下で 体系的に展開 さ れ る知識 と経験 の

再構成」
（7》

に 落ちつ い て い るかに みえ る 。 す なわ ち ， こ の定義に み え る 「知識」 に は

従来の 狭義 の カ リキ ュ ラ ム すなわ ち教科が反映 され， その 「学習経験」 に は教科外活

動 を も包 もうとす る姿勢がみ え て い る ， とい っ て よい 。

　 こ の よ うな広い 定義に な る と， 次の よ うな問題 もと うぜ ん出て くるだ ろ う。 すなわ

ち ， 学校にお け る 子ど もの 学習経験は ， 教師や学級の 指導の もとに な され る もの に 限

らず， 学校側の 「意図」 とは 無関係に学 ばれ る もの もある。 そ れを もカ リキ ュ ラ ム に

入 れ る べ きで は ない か ， とい う意見であ る。 例 え ば 「学校の 意図 した とか ， 意図 しな

い に か か わ らず ， 学習 された ， 学校生活に か か わ るすべ て の もの 」 が カ リキ ュ ラ ム で

ある
CB）

。

　 しか し ， こ うな ると， カ リキ ＝ ラ ム は 学校生活その もの とな り， あえ て カ リキ ェ ラ

ム とい う概念を設立 する理 由が な くなる 。
つ ま り， カ リキ ＝ ラ ム 概念の 自己否定に つ

なが る 。 そ こ まで い わ な くとも ， カ リ キ ュ ラ ム は ， 目的的 な も の か ， 結果的な もの

か ， 計画的 な もの か ， 無計画 的な もの か ， 教師側 の もの か ， 学習者側の もの か
。 大 き

な混乱が起 こ る ， とい わ ざるをえない
。

　 「か くれ た カ リキ ュ ラム 」 とは 　 「か くれた カ リキ ュ ラ ム 」 とい う考え方 も， じつ

は ， こ の あ い ま い な カ リキ ュ ラ ム 概念 か ら生 まれ た 一つ の 概念 とい っ て よ い 。 また 逆

に
，

カ リ キ
ュ

ラ ム 概念が は っ き りして い な い か ら， カ リキ ュ ラ ム が 「か くれ た 」 とは

ど うい うこ とか ， 二 重 の 不 明確 さが起 こ る。 実際， こ の 「か くれた 」 に こ め られ た力

点は ， 論者に よ っ て 様 々 で あ る。

　そ の 第
一

は ， 意 図 が隠 され て い る もの
， とす る 。 なか ん ず く， 社会の 支配的なイ デ
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ヵ リキ a ラ ム 社会学 の 検討

ナ ロ ギ ーが隠されて ， 学校教育の 中に しのび こん で い る・ と解す る考え方で あ る
〔9）

。

　第二 は ，学 校生 活 と りわ け学習者仲問 と の 生活の 中か ら， 無意識的に 学習され る も

の を指す 。 例 えば ， 生徒仲間の 中で どうふ る ま うべ きか ， 時間を ど う使 っ た らよい か ，

他 人の 目や 噂を ど う考えた らよい か， な どが 学ばれ るこ とを指す
 

。
つ ま り 「生活

の 智恵」 の 学習を指す， と解す る。

　第三 は ， 數科学 習を展 開す る中で ， そ の ね らい とは 別に ， 随伴的に 学ばれた もの を

言 う， とす る 考え方 もある 。 例 えば ， 文学の 学習 で 「優」 を と っ た子 ど もで も， 文学

が 必ず し も好 きに な らない 場合 もある
Cl1）

。 ある い は ， 算数の 学習に よ っ て ， 算数の 学

力 とは別に ， 忍耐 を学ぶ な ど，
「意外性 の 随伴学 習」 とい っ て もよい 。

　第四 は ， さ きの 第三 の随伴学習の結果が ， 学校や既成社会に 支配的な文化や イデ オ

P ギ ー
に ， と りわ け対立す る場合に 限 られ る 。　「非行」 や 「創造」 や 「危険思想」 と

み な され る もの が ， 学ばれ る場合で あ る。

　 こ れ らの 「か くれた カ リキ ュ ラ ム 」 論の 中で ， 第
一

の 学校外社 会の 「イデ オ ロ ギ 幽

的意図 の 潜入」 とい う考 え方 は ， 注 目に 値す る 。 今 ま で の 教育学や 学校論で は ， 日本

の 歴 史教科醤裁判論争に み られ るよ うに ， 学習内容の 中で も特 に きわだ っ た 「権力支

配」事項に しか
， 社会統制をみ なか っ た傾向が あ っ たか らで あ る

（12）
。 しか し， そ の

他の 考え　　「生活の 智恵の 無意識的学習」「意外性の 随伴学習」「反社会的学習」 とい

っ た もの は ， 学校生 活で の 「タ テ マ エ 学習」 とは 異な る 「ホ ン ネの 学習」 とい っ た 形

で ， 今まで で も， 研究 レ ベ ル で また 日常 レ ベ ル で ， 自覚されて きた こ とで ある 。 と こ

ろが ， 先に み た よ うな 「カ リキ ュ ラ ム 」概念の 拡大に 伴 っ て ，
「ホ ソ ネの 学習」が 「か

くれた カ リキ ュ ラ ム 」 とい う名で 呼ばれ る よ うに な っ た 。 概念の 混乱が 倍増 した ， と

い っ て よ い
。

　 と くに ， カ リ キ ュ ラ ム 概念ない しは 「か くれた カ リキ ュ ラ ム 」 概念の 中に ， 教 師 と

生徒，生徒 と生徒 の 相互作用 の 概念が混入 され た 点が ， 問題の焦点に な るq3 ）
。 た しか

に ， こ れ らの 相互作用 の 働 きを 抜 きに して は ，公的 カ リキ ュ ラ ム も 「か くれ た カ リキ

ュ ラ ム 」 も， 現実化 され えな い
。 しか し， それは ，学校に お ける教育や 学習の 実践そ

の もの で ある 。 教科の 授業か 特別活動の 展開そ の も の で あ る。
トータ ル な学習の 場

は ， カ リ キ ュ ラ ム ない し 「か くれた カ リキ
ュ

ラ ム 」 概念を超えた もの で ある
。

　学習の 場　 「学習 の 場」 とい うコ ト バ を あえて 提出 した。
これ は ， B ・バ ー ン ス テ

イ ン の 「教育 コ
ー

ド」概念を検討す る ため で ある。 こ こ で い う 「教育 コ ー ド」 とは ，

教育知識が カ リ キ ュ ラ ム ・教授法 ・評価を通 して 展開 される ， 学習の タ イ プ
， を示す

コ トバ と考えて よ い
（14）

。 こ の コ ー ド概念の もつ 意義は ， 学校の 学習の タ イ プ が学校外

の 社 会 なか ん ずくその 統制 ・権力体系 と結び つ い て い る ， こ とを 指摘 した 点に ある 。

しか し ，
こ の コ ー ドを 特色づ け る 「類別 と枠づ け」 の 概念に は ， 若干 の 混乱がある よ

うに 思わ れ る 。

　ま ず 「類 別」 とは 学習内容間 の 境界 の 程度に か か わ る 。 教科内容が は っ き り分け ら
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れてい るか ， 境界が は っ き りせ ず関連 しあ っ て い るか 。 次に 「枠づ け」 とは ， 知識の

教授 と学習の 文脈の 形態に か か わ る 。 そ の 知識の 選 択
・
組織 ・

進度が どの 程度 ， 教師

や 生徒に 任され て い る か 。 い い か えれば ， どれだけ彼 ら主 体が統制 されて い るか 。 し

か し， こ の 「枠づ け」 は ， け っ して人格主 体 （教 師や学習者）に 限定 されず ， 教師 と

教師， 教師 と生徒 ， 生徒同士 ， な どの 人間関係に か か わ る 自由度 （上下 関係や協力関

係 の程度） を も含ん で い る
q5 ｝

。

　だか ら，「教育 コ ー ド」の 概念は ， 学習内容に か か わ る カ リキ ュ ラ ム の 特色 を示す

もの に な らない だろ う。 とこ ろが ，
「集合 コ ー ド」と 「統合 コ ー ド」 とバ ー ン ス テ イ ン

がい う場合は ， 「類別」 の 観点か らだけ区 別 された カ リキ ュ ラ ム の タイ プに み うけ ら

れ る 。 しか し ， こ の コ ー ドの 中に 「枠づ け」一 人格主 体と人 間関係の 被統制度一

をか らませ て い る以上 ，
コ ー ド概念は ，学習 の 場全体を特色づ ける もの とも解され る 。

社会全体の 「権力 ・統制」状況の ， 学校へ の 投影ま た は 結節点として 示 される 「教育

コ ・一・ド」概念が ， 少 し不 明確に な っ て い るわ けで ある。

2。　 研究枠 組 の整 理

　学校と カ リキ ュ ラム　まず ， 学校 とは なに か 。 それ は ， 既成社会の 文化 （価値， イ

デ オ ロ ギ ー
， 生活様式な ど）の 伝達 と， 新し い 文化の 創造を 目的 とす る ， 制度化 され

た 「学習社会」 で ある。 若干の 注釈を つ け加えて お く。

　1． 既成社会 の 中の
一

讎度で あ る以上 ， 学校は 外部社会の 権力 ・統制を受け る。 教

　　師の 指導的立場は ヘ
ッ ドシ ッ プ的で あ る。

　2． 学校に 加え られ る外部か らの 統制の 強弱

　は ， 既成社会の 権力の 程 度や 文化の 質に 左

　右され ， 新文化創造の 可能性の 幅 もまた ，

　 そこに か か わ る 。

3．　 こ の 「学校社会」 は ， 教師 ・学習者 （人

　格主体）， 学 習内容 （価値）， 桂会関係 （人

　間関係の 構造 と過程 ）の 三 者か ら成 り立 つ

　 （図 1）。

次に ，

学習内容

　 　人格主体

／ 　　＼
社会関係

図 1　 学校社会

　　　　カ リキ ュ ラ ム とは ， 学校教育 （また は 社会教育）に お い て ， 学習者に 形成 さ

れ よ うとす る価値内容に 関する， 教師の計画で ある 。 先 と同 じ く若干 の コ メ ン トをつ

けて お く。

　L 　 こ こ で い う 「価値 内容」 に は ， 認 識 （知 的）に 限 ら ず ， 表現 （感情 的）， 判 断

　　 （道徳的）， その 他の 日常的生活習慣 （しつ け）を もふ くむ 。 「教科」内容 と 「教

　　科外」内容の 両者を指す。

2，　 「教師の 計画」 とは ， 指導者側に おい て 社会の 文化が選択 された ， 学習内容 の

　　構成
一

ま とま りと配列一 を意味す る 。
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カ リキ ュ ラ ム 社会学の 検討

　 学 習 活動 と社 会統制

体 （教師 また は 学習者） の ， 学習内容 （主 と して カ リキ ュ ラ ム ）に かかわ る ， 相互作

用 （人聞関係） と して 展開 され る 。

　従 っ て ， 「か くれ た カ リキ ュ ラ ム 」 の 中 で ，
「生活 の 智恵の 無意識的学習」 「意外性

の 随伴学習」「反社会的学習」 を意味す る論は ， カ リキ ュ ラ ム の 計画性の 故に ， 「か く

れ た カ リキ 。、 ラ ム 」 とはい えな い に して も ， 「か くれた学習 （教 育）活動」 とは い え

る よ うに 思 う。

　図 2 は こ の 点を示 す。 学校外社会との 関係か らみ た ， 学習 （教育）活動の タ イ プを

示 す 。 縦軸は ， その 学習 （教育）活動が既成社会の 統制の 方向に 合 っ て い るか ど うか

を 示 し， 横軸は ， 学習内容の 計画性が は っ き りして い るか ど うか を示す 。

　　X は ， 教師 も生徒 もと もに ， 意図 し，

　意識 し て い る ， 社会順応的な活 動 で あ

　 る 。 「カ リキ ュ ラ ム 」 の 実際的な展開は ，

　主 と して こ こ に か か わ る。

　　Y は ， 社会順応的な活動で は あるが
，

　教師 また は 生徒の い ずれか ， また は 両者　　　　図 2　学習活動 と社会統制

　が ， 意図 しな い また は 意識しない
， 学習結果を も た ら す活動で ある。　「教科外活

　動」 と呼ばれ る もの に は ，
こ の 種の タ イ プが多 い が ， もちろ ん 教科の 授業に もあ る

　タ イ プと考えて よい 。

　　Z は ， y が さ らに進 ん で ， 反社会的な学習結果が無意図的 ・無意識的に もた らさ

　れ る タ イ プ で ある 。 教師または学習者 の い ずれ か ， また は 両者 ともに ， こ の よ うな

　結果に お ち い っ て い る こ とがあ る。

　　W で は ，反社会的な數育 （学習）活動が ， 意 図的 ・意識的に 計画され ， 展開され

　て い る 。 現実に は ほ とん どあ りえない よ うだ が ， 変革期 の 社会で は歴史的事実 と し

　て 例証で きな い こ とは ない
。

　　なお ， Z とW に は ，逸脱や創造や非行や病理 と い っ た 名称で と らえ られ る現象

　 も， 多 く入 るで あろ う。

　　もっ と も， X とY の 中に も創造は 入 りうる 。 創造 とい うこ とを強調 す るカ リキ ュ

3．　 カ リ キ ュ ラ ム は
， 学校社会 に お け る 「学習内容」 よ りは 狭い 概念で ある 。 後

　者， 学習内容に は ， 教師が 計画 しえない
， 偶発的 ・単発的 ・非予測的な も の が入

　 りうるか らで ある 。

4．　 カ リキ ュ ラ ム は 「学習者に （指導者側に よ っ て）形成 され よ うとす る」 価値内

　容で ある 。 従 っ て ， それ は学習 （教育）活動の 目的 で もあ り， 手段で も あ る 。

　た だ， カ リキ ュ ラ ム を学習 （教育） して 得 られた結果は ， 学力で ある。 それ は ，

　評価 ・測定 されるが ， 同時に ， カ リキ ュ ラ ム へ の 反 省で もあ る。 学力は ， 次の カ

　 リキ ュ ラ ム 作成へ の 資料に な る が， カ リキ ュ ラ ム その もの で は ない 。

　　　　　　　　　　さ て ， 学校に お ける 具体的な教育実践や学習活動は ， 人格主

　　学 習 内容

社会統制
顕在的 潜在的

臘 能酬 x I ・

逆簾 酬 w 【 ・
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ラ ム や教育活動の とき， あ るい は学校外社会の 統鋼が ゆ るい とき， で ある 。

　従 っ て ， 支配的イ デオ ロ ギ ーを 「か くした」 カ リ キ ュ ラ ム と い う，
「潜入 性」 を強

調す る 「か くれた カ リキ ェ ラ ム 」 論 もまた ， こ こ で は 成立 しえ ない こ とに な る 。 その

理 由は ， カ リ キ ュ ラ ム ない し学校の 存在その もの の 「か くれ」 よ うもない 社 会統 制 的

性 格に あ る。

　カ リキ ュ ラ ム と社会統制　さ きの 学習活動を さ らに 限定 して ， カ リキ ＝ ラ ム に か か

わ る社会統制の 問題をみ て み よ う。 図 2 の X に 関す る問題 とい っ て もよい
。 図 3 は そ

れ を示す 。 縦軸に ， 人間関係お よび人格主体がどの よ うに 統制 され るか を と り， 横軸

に ， 学習内容の 領域 の 明確度を と っ た 。 後

者は ， い うまで もな く， B ・バ ー ン ス テ イ

ン の 「類別」 の 考え方に 拠 っ て い るが ， 前

者は ，
r枠 づ け」 の 考え方 とい うよ りは ，

人格主体 と人間関係 に か か わ る拘束性 とい

い た い
。

人格・

人間関係

内容領域

統 制

自 由

限定

B

関連

c

D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 3 　 カ リキ ュ ラ ム と社会統制

　従 っ て ， 彼 の い う 「集合 コ ー ド」 の 多 くは A に 入 il　， 「統合 コ ー ド」 の 多 くは 、D に

入 るだ ろ う。 例 えば伝統的 な ， イ ギ リ ス の 学校の 多 くは 集合 コ ー ドで もB 型に 入 り，

フ ラ ン ス は A 型に 入 る こ とに なうだ ろ うq6 ）
。 日本の 現在の 学校 で の 「自由裁量 の 時

間」や 「総合学習」 は D 型に 入 る とい っ て よい だろ う。 そ して ， こ の よ うな タ イ プ の

裏 に ある ， あるい は 外側に あ る ， 社会全体の 統制力の 動向を研究視座に 入 れ る ぺ きで

あろ う。

3．　 授業研 究 と学級研 究

　以上 の よ うな研 究枠組 を ， じっ さい の 授業や学級の社会学的研究に お ろ して，個 々

の レ ベ ル で 検討 して み た い 。

　学級 の 集 団過程　私 は か つ て ，授業 の 集団過程 の 仮説的枠組を提出 し た こ と が あ

学習者（学級）

の 状 態 （1）

学級 の 集団

過程 （工）

学習者（学級）

の状me（ll）

教師の ヘ ツ ド

シ ツ プ（1）

図 4　 学級の 集団過程
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る
q7 ）

。 こ れ に 関しては ，学 習内容 との かかわ りが不 明確 で あ る ， とい う指摘があ っ

た
qB ）

。 さ きに 示 した カ リキ ェ ラ ム 概念をか らませ て ， 図 4 の よ うな もの を提案 してお

く。

　 学級 の 生活や 授業 の 集団過程（1）に 投入 され る の は ， 「学習者 （学級） の 状態（1 ）」

と 「教師の ヘ

ッ ドシ ッ プ（1 ）」 で ある 。 詳し くい うと， 前者は 「学力 （生産性）」 「意

欲 （凝集性）」「規範 （文化 ・風土）」 で あ り， 後者は 「カ リキ ュ ラ ム 」 で あ る 。 こ う

し て
， 学級や 授業 の 教育実践な い し学習活動が展開 され る こ とに な る 。 社会学的 研究

として は ， これを 「学 級の 集 団過程 （1）」 な い し は 「教師の り 一ダ ーシ ッ プ（1）」 と

して とらえ る こ とに な る 。 も っ とも 「リ
ーダーシ ッ プ」 を広 く解 して ， こ の 場 面 で の

学 習者に よ る リ
ーグ ー

シ ッ プ を こ こに 含め て 考え よ う。 こ うして ，
「学習者 （学級）の

状態（豆）」 が ア ウ トプ ヅ トされ る 。 こ の ア ウ トプ ッ トが ， 次 の 「カ リキ ュ ラ ム 」 （「教

師 の ヘ

ッ トシ ッ プ （1 ）」） と共 に ， 次 の 「学級の 集団過程 （∬）」 に イ ン プ ッ トされ る

こ とに な る 。 こ うし て ， 学級 （授業）は ，次 々 に 螺旋的に 向上 し， カ リキ ＝ ラ ム は 手

直 しを受け つ つ 継続 ，展 開 して ゆ くこ とに な る 。

　 しか し ， そ うい う集団過程の 螺旋的発展に 関 し て ， 図 2 に 示 した タ イ プ をか らめ て

考 え る と， 学習や教育の 活動や ア ウ トプ ッ トが， よ り明 らか に な る
。 例 えぽ， 数学の

授業が展開され る 。 それ は ， 学級の 集団過程で もある し， 教師の リー ダー シ ッ プ の 下

に もある 。 そ して ， 生まれ た学 力は ， 教 師 も生徒 も と も に 意図 し意識 した 「数学の

カ」 で ある 。 こ れは ， 図 2 の X と して 解さ れ る 。 しか し ， 教師が 自覚す る こ とな く多

用 す るあ る 種の 発問形式 （例えば 独創的な もの よ りも， 正解を求め る）に よ っ て ， 生

徒の 学力が非創造的なもの に な っ た ， と しよ う
（19｝

。
こ れ に ， 教師 も当の 生徒も気づ い

て ない とき， それ らは 図 2 で い うY の 領域の もの とみ て よい 。 さ らに 進ん で ， 教師の

評価の 態度や 集団規範の あ り方に よ っ て ， 数学の で きる エ リー ト組 とそ れの で ぎない

非 エ リ ー ト組 とに ， 学級が分裂 して くる と しよ う。 そ して ， 非 エ リー ト組だけに 通用

す る規範 （風土）が 非行生徒を 生み 出 した とす る 。 とす る と ， それ は Z に 入 る活動 と

い えるか もしれな い 。

　公式的 な カ リキ ュ ラ ム の 実践展開や，教師 の 指導に お い て 展開 され る集団過 程の ，

裏に ある い は 奥に ， こ の よ うな 「か くれた」 学習活動や学習成果を読み とる 。
こ の こ

とは
， 実践と して も大切で あ るが ， 研究 として も射程の 中に 入 れ ね ば な らぬ 。 しか

し， それ らを 「か くれた カ リキ ュ ラ ム 」 として 統括 して呼ぶ の は ， 研究 上の 分析概念

に 適さ ぬ よ うに 思 う。

　学 級風 土 と 「か くれ た カ リキ ュ ラ ム 」　 例 え ば ， り、ピ ッ トと ホ ワ イ トの 集団風土 の

研究を ， 「か くれた カ リキ ュ ラ ム 」 の 古典的研究 とみ なす考えが ある 。 それに よ る と ，

民主 的風土 と専制的風土 とこ こ でい わ れ て い る もの は 「か くされ 」 てい て ， 明示 され

た カ リキ ュ ラ ム は 「お面 づ く り」 の 手仕事 だ っ た ， とす る
（2°）

。 しか し， 民 主的 （また

は 専制的） な指導や雰囲気づ くりは ， 果た して 「潜在的」 とい え るだ ろ うか 。 少な く
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とも指導者は ， 意図的 ・ 意識的に すなわ ち計画 的に ， 民主的 （また は 専制的） に 発言

・行動 し， メ ン バ ーの 行為に もそれ を育て よ うと した 。 こ うして ， 日 々 つ くられ て い

っ た それ ぞれ の 集団規範 （風土）は，次 の 日の 作業に 投入 され ， い っ そ う高め られ て

い っ た 。 子 ど もた ちに と っ て は 「無意図的な学習」 で あ っ た と して も， 教師に と っ て

は 明確な 「カ リキ ュ
ラ ム 」 で あり意図的な指導で あ っ た 。

　 あ るい はまた ， 子 ども集団 の 創造性は， 支持的風 土 と防衛的風土 に よ っ て， ど う違

うか 。 こ の実験研究で も
伽 ）

， 集団 の作業 と して は 紙芝居や は り絵を 取 りあげ て い る

が ， それ ぞれ の 集団の 指導者 （教師に 当た る）が と くに 力を 入れた の は ， こ の よ うな

風土 を つ くる こ とそれ 自身に もあ っ た 。 それ は ， 教師だ けで で きる こ とで は な く， 子

ども自身が 明確に 意識 して努め る 目標 （内容）で もあ っ た 。 そのた め ， 支持的 （また

は 防衛的）風土に 直結する行動や発言 の サ ン プ ル を 明示 し （紙や カ
ー ドに ）， それを

評価す る こ とで ，意識化を促進 した 。
こ うい う 「顕在的 」 な カ リキ ュ ラ ム が教師 と子

どもの 問に 共有 され る こ とで ，

一
方で は ， 支持的風土 が で きる と ともに 創造的作業が・

進 み ，他方 では ， 防衛的風土 がで きる とともに 非創造的作業しか 生ま れ なか っ た
。 規

範 （風土） と生産性 （創造に 関する）は ， 公式の カ リ キ ュ ラ ム の 内容で あ り， 学習者

た ち の 意識学習で あ っ た 。

　 政治的社会化 と風土 との 関係は ， い っ そ う顕在的で ある 。 例えば ， 論争的 問題 を多

く取 りあげ ， 指導者が 自 らの 立場を 中立的 ・客観的に 示す学級 （開か れ た 風土）。 他

方は ， 論 争的問題をあま り取 りあげず ， 取 りあげて も指導者が 自らの 立場 を打 ち 出す

学級 （閉ざされ た風土）。 前者か ら は 積極的な政治的 関心 が生 まれ ， 後者か らは 消極

的な政治的 関心が生 まれ た
〔t2〕

。 まさに ， 指導者 の ね らい どお りの 学習結果が 生 まれ て

い る が ， もっ とも学習者 は こ の 点に 無自覚的だ っ た か も しれない 。 しか し， 少な くと

も 「意外性 の 随伴学習」 は こ こ に は ない 。

　 集団主義的指導 の 行わ れ て い る学級 とそ うで な い 学級に つ い て 行 っ た ， 権威主義的・

パ ー ソ ナ リテ ィ
・テ ス トの 結果は

（23 ）
， さ ぎ の 「社会統制か らみ た 学習活動」 の タ イ

プ （図 2 ）を皮肉な形で 例 証して い る 。 「民主 教育 の た め 」 に 集団主義教育を行 っ て

い る学級に ， 罠主主 義を否定する 権威主義的パ ー ソ ナ リテ ィ が 多 く育 っ て い た 。 それ

は ， 教師 の カ リキ ュ ラ ム や リーダーシ ッ プ （集団指導に 関す る）は X 的 （順機能的

で ， 顕在的）で あ る に もか か わ らず ， 子 どもの 学習結果 と して は Z 的 （逆機能的で ，

潜在的）で あ っ た 。 最 も悪い 意味で の 「意外性の 随伴学習」 で あ っ た 。 し か し， 図 3

に 示 した 「人 格主 体 ・人 間関係」 の 自由度 の 観点か らみ れ ば ， 授業場面 （限定的内容

領域 ）や 特別 話動場面 （関連的 内容領域）に お い て 共通に示 され た ， 中央集権 的 な上

下 関係の 強調 と規律 の 固 さ （統制の 強い A ・C の 領域 ）か ら，最 も当然 な結果 として

生 ま れた人 格特性 （統制的で 非 自由 な）で あ っ た ， ともい えるだ ろ う。

以上， 「か くれ た カ リキ s ラ ム 」 概念が研究枠組 と して は 不 明確すぎる こ とを ， 概
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念の整理の形 で述 べ て きた 。 しか し ， 最も大事 なの は ， 新教育社会学ない しは カ リキ

ュ ラ ム 社会学 の 研究方向 で あろ う。

　た しか に ， 学校や カ リキ ュ ラ ム が 「か くれた 」 あるい は 「顕在的な」社会統制の 手

段で あるこ と 。 英国や 日本の 学校が資本主義社会の 統制下に ある こ と。 これ らの指摘

と実証は大きな意味を もつ
。 しか し ， それ だ けで ， 社会統制 と学校の 関係の ある べ き

姿が ， 明 らか に な るで あろ うか 。 政治権力に 統制 され る学校の 現実は ， 資本主 義社会

に も社会主義社会に もある とい え よ う。 学習の 場に おける ， 人間関係や人格主体に 関

して 「枠づけ」 の ゆ るい こ と ， 教科の 統合型が よ り創造的傾向に ある こ と。 これ らの

指摘は ， 今後 の 学校教育の あ り方に 大 きな示唆を与える もの だ ろ う
CP4］

。
し か し， そ

れ と同時に ， 学校 に 自由を与え る社会とは い か な る もの か ， 権力 の あ り方その もの は

い か に あ る べ きか 。 こ うい っ た根本間題に つ い て
， 新教育社会学は ， どの よ うに 考え

て い るだろ うか
，

これ か らの 検討を待たねばな らぬ 。 た だ， 方向として 馬 権威主義

的社会主 義の 立 場 よ りも， 自由主義的社会主義
一

例えば脱学校論
一

の 方向に ， 多

くの ヒ ン トがあ りは しない か 。 こ の 点に つ い て は 他 日を期 したい 。
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